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第 5回 世 界 地 震 工 学 会 議 に 出 席 し て

千代 田化工 建設（株）・工博

　第 5 回 世界地 震 工 手 会議は 6 月 25 目 （月）か ら 6 月 29

日 （金）の 1 週間に わ た リイタ リア の ロ
ーマ て 開催され た 。

地震工 芋会議は 4 年に 1度 ご とに 開か れ，第 1 回 会議 が未

国て 開か れ た 後，日 本，二 ＝一
ノ
ー

フ ノ ド
，

チ リなどで 開

か れ，今回，観光地 と して 名咼 い イ タ リア の ロ ーマ で 開 か

れたの て ある 。 こ の 地理的条件が多分に 攴配的 て あ っ た と

思わ れ る が ， 非 、鴬に 多くの 論文 の 応募カミあっ た 。 同会議の

Technical　Commltte の 発表 に よ る と 31個国 よ り 650 編

の 論 又 が寄せ られた そ うで ある。Techmcal 　Commltte は ，

ア ブ ス トラ ク トに よ っ て 判 断 し
，　 こ の 内400 編の 論文 を

受理 した 。 ま た 如 0 編の 論文を Type 　A と Type 　B の 論

文に 分けて ，
Type 　A の 論 乂 は 10 ペ ー丿，　 Type 　B の 論

文 は 4 ペ ー丿 と紙数に 制限を つ けた 。

　地震会譲は 土質基礎工 学会議と異な り，全員が オ ー
ラ ル

す る た め に 発表時間も 10 分程風 こ 制約を 受けた 。 口本 か

らは ／00編 前後の 論文 が受理 さ れ ，
100〜15 人 カミ， こ の 会

議の た め に ロ
ー

マ に 行 っ た よ うで あ る 。 地 震工 学会議 は，

こ の 論文数 か ら 見て もわ か る よ うに 日本は 米 国 と共 1こ ビ
ノ

ク 2 で あ り， 語学 の ハ ノ デ ィ キ ャ ノ ブ も乗 り越 え て，か な

りの 活躍を し た 。 しか し，会議 が こ の よ うに マ ノ モ ス 化 し

て くる と内容が希薄に な っ て き た の を感じさ るを えな い Q

　 こ の よ うな軽 い 失望を打消す 条 し き こ とは ， 外国人 の 知

人 との 再会 て あ る 。わ が 国 に な じみ カξ深 い H 。usner ，
　Hud

son （CALTEC ），
　 Duke （U 　C　L　A ），

　 Penzlen （U　C　B）

教授など，また 土質 工 学会 て 講演を して も ら っ た 　Whlt

man （M 　I　T ），
Richart （Mlchlgan 　U ），

　Lysmer （b 　C　B ）

教授な ど と近況を 話 し合 うこ と は，国際会議に 出席する楽

しみ の 一つ vこ違い な い o

　学 術講 演は 4室 に 分 か れ て 行なわ れ た 。 本会議の 特長 と

して ， 土 と構造物 の 動的相互作用ボ主 要 の テー
マ に な り多
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開 会式 ての Housner 教授の A ビ
ーチ

くの 論文 が ， この分野に 集中し て い た 。 Lysmer 教援が東

大の 石 原助教授 の 論文を真面 日な顔 を し て 代講 して い た の

｝よ，い か に もユ ーモ ラ ス て あ っ た 。 Rlchart教授の 共 振柱

実験と野多実検との 比較は ， ほ ん と うtt よ く合 っ て い た D

Seed 教授 は，例 の ごとく機関銃の よ うな ス ピ ー トて 有限

要素法て 地 中に 埋 め こ まれ た構造物 の 地震応答特性を解析

した結果を ま くした て た 。

　質問 も 昏見 も，外国人 の 場合 は 演 説 調 で
，

こ れ を理 解す

る に
1

よ，か な りの 語学力を要す る だ ろ う。

　水 曜 日の 午前中，パ チ カ ノ て ロ ーマ 法王 に 謁見す る 機会

を与えて もら っ た 。 不 ル ピ ーに よ る音匠 と構造とカミマ
ノ チ

した　み ご とな オ
ーデ ィ ト リ ウ ム の 中 で ， 世 界地震工 学会

の グ ル ープ は 比較的前の 方 の 席に い た た め に ， 日本人 の 中

で も， 法王と握手 した 人hl数 人 い る よ うで ある 。

　夕食会が 2 回あっ た が ， あま りの 大勢 の 人 の た め に ，ゆ

っ くり話 し合う場 も， 食ぺ る場 もなか っ た 。 企 画 に ， 人数

の 予測 に誤算カミあっ た に違 い ない 。 日本で 将来 ， こ の 会議

を行 な う際 の よい 教訓 を得た 。
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　会議中， か な り暑 い 日が続い た 。 古代 の ロ
ー

マ 遺跡 の あ

る 都市は ， 自動車ボ 多く， か な り混雑 し て い た h：，会場 の

あ る EUR は 新 しい 都市 で ， 静か で，み ご とな建築物力鯉

ち並 ん で い た 。 朝 と夕 に 終着駅近 くの 広場か ら会場 まで ，

学 会 カミバ ス を 用 意 して くれ た 。

　夜 の 食事は ， 外国旅行中の
一

つ の 楽 しみ で あ りブ ド ウ酒

を飲 み つ つ
， イ タ リア 料理 を 楽 し ん だ 。

　 5 目間 の 会議が終わ り， 次 回 4 年後の 開催地 が イ ソ ドに

定 ま っ た こ とが ア ナ ウ ソ ス され，そ れ ぞれ，帰国 の 途 に つ

い た 。

プ 　ロ 　グ　ラ 　ム

1． 6 月 25 日 （月） 午 後

　　A ．Recent　Destructive　 Earthquakes

　　 B ．RespQnse　 of　Structures　to　 GrQund　Shaking

　 　 C ．Dynamic 　Tests 　of 　Structures

　　 D ．Dynamics　 of 　Soils　and 　Soil　Structures

2． 6 月 26 日 （火） 午 前

　　 A ．Recent 　Destructive　Earthquakes

　　 B ．Response 　of 　Structures　to　Ground 　Shaking

　　 C ．Seism 三city 　and 　Ground 　Motions

　　 D ．Dynamic 　BehaVior 　of 　 Structural　 Elements

3． 6月 26 日 （火） 午 後

　　A ．Design　 and 　 Repair　 of 　Structures

　　 B ．Response 　 of　Structures　to　 Ground 　Shaking

　　 C ．Earthquake 　InstrumentatiQn

　 　 D ．Dynamic 　Behavior 　of 　Structural　ElementS

4． 6 月 27 日 （水） 午 後

　　A ．Earthquake 　Ground 　Motions

　　B ，Response　 of 　Structures　to　Ground　 Shaking

　　C ．Dynamic 　Tests　of　Structures

　　D ．Dynamics 　 of　 Soils　 and 　Soil　Structures

5． 6 月 28 日 （木） 午 前

　　A ．Earthquake 　Ground 　Motions 　and 　Zoning

　　B ．Response 　 of 　Structures　to　Ground 　Shaking

　 　 C ．Foundations 　 and 　 Soi1−Structure　 Interaction

　　D ．Earthquake −Resistant　Design

6． 6 月 28 日 （木） 午 後

　 　A ．Foundations　 and 　 Soil・Structure　 Interaction

　　B ．Response　 of 　Structures　to　Ground　Shaking

　　C ．Earthquake −Resistant　Design

　　D ．Seismicity　and 　Ground 　Motions

7． 6 月 29 日 （金） 午 前

　 　A ．Aseismic 　Design 　of 　Nuclear 　Power 　Facilities

　 　B ．Statistics　and 　 Assessment 　 of　 Seismic　 Risk
　 　 C ．Foundations 　 and 　Soil・Structure　Interactien

　　D ．Dynamic 　Tests　 of 　Structures

8． 6月 29 日 （金） 午 後

　　A ．Special　Problems　of 　Earthquake　Engineering

　 　B ．Statistics　 and 　 Assessment　 of　 Seismic　 Risk

　　C ．Response 　 of 　 Structures　to　 Ground 　Shaking

　 　D ．Disaster　 Prevention
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